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Ⅰ　研究の背景と問題点

　本研究では、障がい児及び兄弟児を対象とした「表現遊び」の実践における子どもの実態をもと

に、視覚的教材を製作し用いることでの成果や学びの過程を考察する。また、視覚的教材を用いる

ことによって、さまざまな子どもと共に学ぶ場を構築し、実践を展開することが可能かどうかにつ

いて、視覚的教材の有効性についても合わせてみていくこととする。

　文部科学省での第80回中央教育審議会初等中等教育分科会において、インクルーシブ教育システ

ム構築のための特別支援教育の推進として、これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境に

なかった障がい者等が、積極的に参加・貢献していくことができる社会を目指した「共生社会」の

形成について議論がなされた。それは、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な

在り方を相互に認め合える全員参加型の社会である。また、2016年4月から「障害者差別解消法」

が施行されるが、これもまたすべての国民が障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に

人格と個性を尊重しあいながら共生する社会の実現に向けた取り組みの一つである。このような社

会を目指すことは、我が国において最も積極的に取り組むべき重要な課題である。インクルーシブ

教育システムにおいては、同じ場で共に学ぶことを追求するとともに、個別の教育的ニーズのある

子どもに対して、自立と社会参加を見据えて、多様で柔軟な仕組みを整備することが重要である。

そのためには、障害の有無に関わらず共に学ぶ場を構築していくことが必要である。障害のある子

どもが、地域社会の中で積極的に活動し、その一員として豊かに生きることができるよう、地域の

同世代の子どもや人々の交流等を通して、地域での生活基盤を形成することが求められている。こ

のため、可能な限り共に学ぶことができるよう配慮することが重要である。しかし、現時点の社会

において障がいの有無に関わらず共に学ぶ場が保障されているかどうかについては課題が残ってい

る。

Ⅱ　本研究の目的と方法

１　活動の趣旨　

　本研究において対象とした実践は療育で知り合った家族で発足した子どもの自立を目標とする親

子どもの表現を育む視覚的教材の有効性

Effectiveness of Visual Teaching Materials for Children's Expression

吉 川 暢 子

Nobuko YOSHIKAWA



― 202 ―

の会「すまいるん♪」１での表現遊びの活動である。「すまいるん♪」とは、生活等の不安を少し

でも軽減出来るよう、家族間の交流を大切にしながら、就労に向けての準備、余暇活動の充実、長

期的な居場所作りを柱として活動を行なっている。参加者は年齢も障がいの種類もさまざまであり、

兄弟児も一緒に全ての活動に取り組んでいる。定期的な活動として集団運動療育（毎月第1、第3

水曜日）、リトミック（毎月第2水曜日、第4火曜日）、不定期活動として学習会（父親年4回、母

親年7回、ボランティア年2回）、療育合宿（年2回）、野外集団療育（年3回）、レクリエーション

などを行っている。定期的な活動の一つであるリトミックでは、「表現遊び」の中でも主にリトミッ

ク（音楽遊び）を軸として工作などの製作（造形遊び）も行っている。

　「リトミック」とは、スイスの音楽教育家で作曲家でもあったエミール・ジャック・ダルクロー

ズ（Emile Jaques-Dalcroze 1865-1950）が開発した音楽教育の手法であり、音楽の教育方法論の1

つである。一般に「リトミック」という言葉で定着しており、子どもの音楽教育や諸能力の開発、 

体育の基礎教育としてのみならず音楽療法、子育て支援、高齢者の身体機能の維持のため等、様々

な分野でその要素が活用されている。　　

　そのため、具体的な実践として、ピアノのリズムに合わせて歩く・走るなど身体全体を使って動

きがら、四分音符（♩）、八分音符（♪）、二分音符（  ）など音の早さの違いを感じたり、身体で

表現したり、音の変化を即時反応も入れながら、リズムの違いを感じている。ここでは、音楽的な

教育をするのではなく音の違いを注意深く聴き、反応することで音を聴きわける集中力、記憶力、

理解力を養い、自己表現が出来るようにすることが目的である。

　このリトミックの活動においては、イメージの共有や想像力を働かせることが必要となる。子ど

もにとって想像力とは、子どもが遊ぶ過程において重要な要素の一つである。しかし、障がい児と

その兄弟児が同じ活動の中で、どのようにイメージを共有し、情報を理解していくかが問題点とし

て上げられた。参加している兄弟児（2 〜 9歳）は年齢の幅も広く、障がい児のみに焦点を合わせ

た活動や説明に特化すると兄弟児にとって活動が簡易になり、楽しさに結びつかない懸念が問題点

として上げられた。また、障がい児にとって活動している内容を想像し理解するといった「場」の

理解、他者とイメージを共有して遊びをするための言葉による情報伝達の難しさや理解度の低さが

あった。

２　インクルーシブデザインとしての視覚的教材

　経験値や理解度の違う障がい児や兄弟児に対して、活動内容のイメージの共有や情報伝達を理解

できるように、環境や場を整備していく必要性がある。そこで一般に販売されているリトミックの

書籍等において、どのようにイメージを共有し、活動しているかについて見ていくと健常の子ども

を対象とした内容のものが多く、イメージの共有や想像を働かせることについては、出来ることが

前提で話の内容が進められており、具体的には記載されていない。このことからも、経験値や理解

度の違う障がい児や異年齢の兄弟児に対して、学びの過程でイメージの共有や情報伝達を理解でき

るようにする必要がある。

　人間は日常的にさまざまな「感覚」を使って、生活をしている。その「感覚」とは「五感」と呼
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ばれる「視覚」「聴覚」「嗅覚」「味覚」「触覚」であり、自分自身で意識しやすいものであり、それ

らを通して外界からの情報を得ている。日常的に情報量として脳がインプットしている割合は、視

覚83％・聴覚11％・嗅覚3.5％・触覚1.5％、味覚1.0％となっており、圧倒的に視覚からの情報量が多い。

（長澤、2012）

そのため、「視覚」の要素を教材に盛り込むことで、障がいの有る無しに関わらず共に学ぶ場が出

来るのではないかという仮定のもと教材製作を行った。

　視覚教材としては自閉症児とその家族を支援するために研究、開発されたTEACCH（Treatment 

and Education of Autistic and related Communication handicapped CHildren）プログラムがある。

このプログラムは、想像力を働かせることが困難である自閉症児に視覚的に具体的に容易に理解で

きるように考えられている。自閉症児が自分を取り巻く世界や情報を理解して、安心して自主的に

行動し振る舞い、学習や生活が出来るように、実際の教室や作業などの場面や状況が具体的に視覚

的に解るように、イラストによって示されている。２

　このような視覚的構造化を用いることで、生活や学びの場において、他者と共に育つことを可能

にしているのである。そのような環境をつくり出すものの一つとして「すまいるん♪」での実践に

おいても、視覚的教材を指し示すことにした。視覚的教材を用いることでて期待した効果は次の2

点である。

　1つに年齢や障がいの有無に関わらず同じ活動を一緒に経験することが出来る。

　2つに活動の内容理解を援助する効果が得られるほか、イメージの具体化が出来る。

　視覚的教材を製作し、活動の中で用いることによって子どもの活動や学びにどのような変化が見

られたのかについて活動をみていくこととする。

Ⅲ　事例研究

１　事例の概要

（１）対象

療育で知り合った家族で発足した子どもの自立を目標とする親の会「すまいるん♪」に参加

する子ども13名と母親5名

・障がい児：6名（脳性麻痺や発達遅滞児等が在籍）　（＊講師の子ども3名を含む）

（２）時期

平成25年10月より活動開始し、毎月第二水曜日（月1回）PM5：00- 6：00

調査対象時期は、平成26年6月11日から平成27年4月28日（11ヶ月）

＊平成27年4月より毎月第二水曜日、第四火曜日（月2回）に変更

（３）講師

リズムアート教室ありんこ（倉野由紀、吉川暢子、甲斐智美）

（４）場所

福岡市障がい者スポーツセンターさん・さんプラザ（小体育館）
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＊H27.2 .10 大野城南コミュニティー /H27.4 .28 大野城北コミュニティーにて実施

（５）ねらい

　リトミックの中での「ケンパ」（跳躍反応）の実践過程を取り上げる。この「ケンパ」は、リ

ズムフレーズを表現できるようにするねらいがあり、音を聴いて反応する力を養い、反応動作を

通して、子どもが片足と両足を自分でコントロールしながら動かし、跳ぶ力やリズム感を養うこ

とを目的としている。３

　ここでは、まず活動そのものを楽しいと感じられるようにし、「ケンパ」の活動を始めた。４

その「ケンパ」での学びの段階が低すぎても面白みを感じず、高すぎても自己肯定感が得られず

にやる気をなくしてしまう。そのため、「ケンパ」の活動を段階的に発展させていく。ここでは、

単に「ケンパ」が出来ることだけを目的とするのではなく、友だちと一緒に場を共有することで、

ルールやマナーなどの基本的な社会性やコミュニケーション能力を育むことを目的としている。

２　ケンパの発達と視覚教材の移行［第1回目〜第12回目］

　［第1段階］（第1回目：H26.6 .11）では、初めて「ケンパ」の活動に取り組んだ。青と黄色の紐（丸

くビニールテープで巻いたもの）を床に2箇所置いた。（図１）参加者が音楽に合わせて歩き、青

と黄色の紐が目の前にきたら、「ケンパ」をする。「ケンパ」は「ケン」で両足を使って青い紐の中

へ飛び、「パ」は黄色い紐へ両足を広げ、片足ずついれる動きの流れである。しかしながら、飛ぶ

という動きのみに注意が行き、音を聞き、音楽に合わせて飛ぶことが出来たのは年齢の高い兄弟児

や親のみであった。また、障がい児は紐の高さを飛び越えることが出来ず、紐の高さに躓いた。

 

図1：第1段階の教材

   

写真1・2：第1段階の様子
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　［第2段階］（第2回目〜第5回目：H26.7 .22／ 8 .22／9 .10／10.07）では「ケンパ」の活動において、

第1段階の反省を踏まえ、視覚教材を作成した。

　「ケンパ」の動きを想像しイメージしやすいように、足の動きを分け別け「ケン」が青色、「パ」

が赤色、緑色は待つ場所、「黄色」はジャンプする場所とし、次のように模様と色を分けた。（図2）

飛ぶ際には、膝を使って跳躍できるように指導を行った。ここで使用した視覚的教材は障がい児が

躓かないように色画用紙に具体的な足型の模様を印刷し、ラミネート加工したもので厚みはない。

また、ピアノの音に合わせて「ケンパ」をすることが難しかったため、子どもの「ケンパ」の動き

に合わせて指導者が太鼓を叩いた。リズムは「ケン（♩）・パー（♩）・ジャンプ（♩）・ジャンプ（♩）・

ケン（♩）・パー（♩）・ジャンプ（♩）・ジャンプ（♩）」とした。

図2：「ケンパ」の足の動きを示した視覚的教材

写真3・4：第2段階の様子

　［第3段階］（第6 〜 7回目：H26. 11. 12／12.9）では、「ケンパ」の動きをイメージ出来てきたた

め足の模様をなくし、色別のみとした。（図3）この段階においても、ピアノの音に合わせて「ケンパ」

をすることが難しかったため、指導者が太鼓を叩いた。だが、子どもの「ケンパ」の動きに合わせ

てではなく、指導者の太鼓の音を聞いて、「ケンパ」することに重点をおいた。また、「ケンパ」か

ら「ケンケンパー」へと移行し、リズムも「ケン（♩）・パー（♩）・ケン（♩）・パー（♩）・ケン

（♩）・ケン（♩）・パー（♩）」とした。（図4）
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図3：「ケンパ」の足の模様を無くし、色別のみで動きを示した視覚的教材

図4：「ケンパ」から「ケンケンパ」の足の動きを示した視覚的教材

   

写真5・6：第3段階の様子

　［第4段階］（第8回目：H26.1 .13）では、「ケンパ」の動きを子どもたちが理解できた様子だったため、

赤の長細い滑り止めシートを敷いた。赤いシートは「平衡感覚」を養うためのものである。この赤いシー

トの上を歩いたあと、赤の丸で足を広げ「ケンパ」の「パ」の動きをすることにした。（図5）「平衡感覚」

とは、身体の揺れや傾き、回転などを感じ取り、身体のバランスをつかさどる感覚である。身体のバ

ランスの変化に応じて、目の動きや筋肉の緊張、姿勢などをコントロールすると言われている。５

 

図5：「平衡感覚」を養うための動きを示した視覚的教材

　［第5段階］（第9回目〜第12回目：H27.2 .10／3 . 10／4 . 07／4 . 28）では、足裏のマークを全てな

くし、「平衡感覚」を養うためにシートも増設した。（図6）また、第4段階での発展として視覚教
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材の先にフラットフープ６を置き、そこで「ケンパ」を行った。フラットフープの厚さは約9㎜であり、

［第一段階］で用いた紐とほぼ同じ厚さである。以前は飛び越えられなかった紐の高さも、この「ケ

ンパ」の活動を続けたことにより、跳躍反応を経験として重ね、膝をつかって飛ぶことが出来るよ

うになったため、フープの高さに躓くことはなくなっていた。

図6：「平衡感覚」を養うための動きを示した視覚的教材

写真7・8：第5段階の様子

　この視覚的教材を用いて段階ごとに「場」を設定することにより、「ケンパ」の具体的な活動の

動きを感じることが出来た。今後、「ケンパ」を単に飛ぶことだけでなく、2拍子や3拍子のリズム

に合わせて跳ぶ活動へ移行できると考えられる。

　この「ケンパ」の活動を継続的に経験することにより、音楽的な要素として音を聞く、リズムを

感じるなど学び、タイミングに合わせて飛ぶといった跳躍反応だけでなく、運動能力、感覚統合な

どの力を得ることが出来たと言えよう。

　さらに友だちの活動を見る、順番を待つなどの社会性や出来なかったことが出来るようになる達

成感なども得ることができた。また、それらだけでなくリトミックでの活動を通して、音楽的要素

である友だちの動きに合わせて手を叩く、「ケンケンパー」などの活動につなげることが可能となっ

た。

Ⅳ　表現遊びを展開するための場つくりの必要性

　本実践においては、決して「ケンパ」が出来るようになることが目的ではない。障がいの有無に

関係なく、参加者が共に楽しめる場を構築するために視覚的教材を用いることで「表現遊び」が可

能となる学びの過程を見てきた。子どもは視覚的教材によって、活動のイメージを共有し、回数を
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重ねることで経験を積み重ねていった。それによって「表現遊び」の活動の幅も広がり、更なる子

どもの自己表現を獲得することが出来たといえよう。

　子どもは、「場」でどのようにして学び、表現を成り立たせているのだろうか。「場」で学び、子

どもの表現が保障されるためにはどのような「場づくり」といった環境をデザインすることが必要

なのかについてみていくことにする。

　本研究で取り上げた「すまいるん♪」の実践は学校や単なる習い事ではない「自分を表現してい

く」内的な学びのプロセスを重視していくものであり、「ワークショップ」の学びの過程と同じ要

素がある。

　ワークショップ（Workshop）とは教育、療育、芸術（アート、演劇など）から、1990年内以降、

まちづくり（建築計画など）、企業研修など、非常に多様な分野で急速に広まっていった活動であ

る。７「仕事場」や「工房」を意味する英語で、現在のような新しい意味で使われるようになった

のは演劇や美術などのアートの分野や、都市計画などまちづくりの分野からである。また、木下勇

はワークショップの特徴の一つとして「身体性」を上げ、ある行為の積み重ねで身体ごと会得する

知があるとしている。８

　ハルプリンの「RSVP サイクル」においても「資源（R）」を使い、「スコア（S）」を考え「実行

（P）」している過程があり、その結果が「評価（V）」である。これが一サイクルとして、その評価

の結果を次の資源として二サイクル目に実行するスコアを考える。

　この実践においては「スコア（S）」を視覚的教材と捉える。この経験と評価の結果を資源とし

て積み重ねていくことで、次第に目的に向かっていく流れとなる。「場」の学びは、一回性の活動

で得られるものではなく、五感を働かせサイクルを繰り返すといった経験を積み重ねることで「ケ

ンパ」の活動での子どもの様々な学びが得られたといえよう。

　このサイクルを視覚的教材の使用しながら積み重ねることにより経験値、理解度、障がいの有無

に関わらず共同での学びが可能である。

 

図5：L・ハルプリンのRSVP サイクル９

Ⅳ　まとめと今後の展開

　今回の実践場面において、視覚的教材を用いることにより、子どもたちの持つ障がいや異年齢児
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の発達の差を補い、視覚を契機にさらなる「表現遊び」の活動の拡張につながった。

　この実践での活動は、活動が単なるリトミックにおける「表現遊び」を可能にするだけでなく、

多様なニーズを持つ子どもすべてに保障する「場」を提供できる可能性を得ることができた。そこ

では、障がいがあるから、年齢の幅があるから出来ないのではなく、何が出来るのか、そしてその

可能性を高めるために、「できる」「できない」という枠組みを越え、共に同じ「場」を楽しみ、共

有することが出来たことこそが重要となるのではないだろうか。

　この実践では視覚的教材を用いて「ケンパ」を出来ることが目的ではなく手段であって、目指す

べきことは障がいの有無や年齢の違いを超えての「表現遊び」が可能となる場づくりである。「表

現遊び」を通して、子どもの表現や創造性を引き出す「場」といった学習環境デザインを構築して

いくことによって、更なる子どもの自己表現や創造性を獲得することにつながるといえるだろう。

また気をつけなければならないこととして視覚支援教材の使い方は、反対に子どもに固定概念を与

えてしまう可能性がある。視覚教材は「表現遊び」をするためのきっかけにすぎないものである。

子どもたちが活動の内容をイメージし理解出来始めた場合には、視覚教材の使用を止めることが必

要である。また、子どもの学びに合わせて絶えず修正していく必要性がある。また、これは使用者

によって効果が違うため、一般化されるものではないが、障がいのある子どもや異年齢の子どもた

ちとの共同の学びには必要なツールとして存在するものである。そして、そのツールの存在が障が

いの有無に関わらず共に学ぶ「場」を保障するものであると考える。

 ［備考］活動で使用しているその他の視覚的教材

 

写真9・10・11

（左）リズム遊びにおけるペープサート、（中）手遊び「やさいの歌」、（右）リズム遊びに

おけるくだものカード

 ［謝辞］本研究に際して、実践の場を提供してくださった「すまいるん♪」の参加者の皆様、リズ

ムアート教室倉野由紀様、甲斐智美様など、多大な支援を頂きました。記して感謝いたし

ます。

 ［付記］本研究は、平成26年度筑紫女学園大学特別研究助成費による研究成果の一部となります。
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［註］
１ 子ども（13名障がい児：6名、兄弟児10名）（＊講師の子ども3名を含む）、母親5名を対象とし、毎月第
二水曜日（月1回）PM5：00-6：00実践を行っている。活動は平成25年10月より活動開始し、筆者を含む
3名（吉川、倉野、掛江）が活動を担当し実施している。

２ 佐々木正美、『TEACCHビジュアル図鑑自閉症児のための絵で見る構造化』、株式会社学習研究社、
2008、pp.3-4

３ 望月勝久、山浦達雄、斎藤一雄、土野研治『イラストでわかる障害児のリトミック指導』、黎明書房、
2001、pp.64-65

４ リトミック研究センター、『こどものためのリトミック〜年間カリキュラムとその実践〜（Step4・5）』
特定非営利活動法人リトミック研究センター、2013、p.47

５ 川上康則『発達の気になるこの学校・家庭で楽しくできる感覚統合あそび』、株式会社ナツメ社、2015、p.15
６ TOEI LIGHT（トーエイライト）のフラットフープ　厚みが少なく樹脂成形品で踏んでも割れくい素材
で出来ている。素材はポリプロピレン、サイズ40cm、厚さ約9mm、

７ 茂木一司『協同と表現のワークショップ』、東信堂、2010、p,10
８ 木下勇『ワークショップ』、学芸出版社、2007、p,13
９ 木下勇 同上書、p.56

（よしかわ　のぶこ：幼児教育科　講師）


